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ふれあいニュースレター第３３号 １ 

「コメの収穫は 
やっぱり嬉しい！」 

～田村市都路、川内村、 

 広野町での３年振りの 

 コメの収穫です。 

 地元の皆様の努力が実った、   

 思いのこもった、 

 おいしいお米です。～    

暮らし関連情報 

各地の秋のイベントは大賑わい！ 
ふたばワールド２０１３ 

（１０月１９日開催：双葉郡８市町村） 

 双葉地方の人と人、人と地域を 
再び繋ぐシンボルイベントが、１４ 
年ぶりに開催。会場の広野町総合
運動グラウンドには、ふるさとの
味わいや、歌や踊りを楽しむ大勢
の来場者であふれていました。 

かつらお村民運動会 
（１０月６日開催：葛尾村） 

２０１３かわうち復興祭 
（１０月２０日開催：川内村） 

２０１３小高区復興文化祭 
（１０月２６、２７日開催：南相馬市） 

刈り取って・・・（田村市都路） 

積み込んで・・・（広野町） 

脱穀して・・・（田村市都路） 無事検査をクリア（広野町・川内村） 
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■暮らし関連３ 
 

 
 
 
  
「格好付けてもし
かたがない。今、
できることをして
いかないとね。」 

 
「みんなで考えて、
飯舘村に１日も早く
戻ってこられるよう
にしたいですね。」 

 
◆買って応援！ 
経済産業省庁舎で
「福島産業復興フェ
ア」！（１０月８日） 
◆帰還困難区域の
一部についてモデ
ル除染等工事を開
始（１０月1日） 

■暮らし関連２ 
  
 

 全村避難後初の村民運動会が、三
春町の葛尾小中学校三春校で開催。
子どもから大人まで心地よい汗を流
した後、婦人会･ＪＡ婦人部手作りの
豚汁やおにぎり、お餅が振る舞われ、
心もお腹も満ち足りた一日でした。 

 川内村の元気を発信するわくわ
くフェスティバルが、いわなの郷
で開催。地元産食材直販コーナー
や紙皿で笑顔のタワーを作るアー
トイベントなどが催され、大勢の
人でにぎわいました。 

 小高駅前通りなどを会場に
復興記念イベントとして３年 
ぶりに小高の文化祭が「復活」。
様々なイベントが実施され、
小高の復興に向け大いに盛り
上がりました。 



◆◇株式会社英（はなぶさ）工務店（飯舘村）◇◆ 
暮らし関連情報 

「みんなで考えて、飯舘村に１日も早く 
   戻ってこられるようにしたいですね。」 

２ ふれあいニュースレター第３３号  

  

 
 今度、農地にゼオライトに加えレンゲソウの種を蒔いてみようと考えています。レン
ゲソウは窒素を取り込んで地力を向上させる効果があるそうなので、花も咲いていいの
ではないかと思います。 
 早く飯舘村に戻ってこられるよう、一 
緒になって村の活性化に向け、がんばり 
ましょう。 

 うちは建設業ですが、復旧作業の現場から、こんな器
具をすぐに作れないか、などという難しい発注もしょっ
ちゅう飛び込んで来ます。「職人」の力で、現場力で
色々考えて、機動力で対応しているところです。 
                 

   株式会社英工務店 代表取締役 髙橋 英明さん 

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆  

「震災当初、津波で沿岸に置い
てあった重機などはだめになっ
てしまいましたが、村に残って
いたトラックは無事だったので、
村の依頼で、独居住宅の巡回、
飲料水の配布などを手伝いまし
た。車の燃料を、仲間内で相談
してタンクローリーで村まで運
んだりもしました。 
 ４月には、被害の少なかった
地区の得意先を回り目処がつい
たので、従業員にも声を掛けて
事業を再開しました。やる気さ
えあれば仕事ができる、やらな
いとダメになる、ならば仕事を
しよう！と考えたからです。」 

必要です。除染のモデル事
業で機器の購入で３／４補
助金が出ますが、事故後放
置されたコンバインの購入
などのための同じような補
助制度がよいかと思います。 
 村民が帰還するためには、
子ども達が村に戻ってこら
れるようにすることが重要
です。高齢者はともかく子
どもは無理、となると村内
の事業者の働き手となる世
代も戻ってきません。除染
の取組も、村民の信頼を得
られるよう、国が村ごとの
担当をきちんと決めて、村
との信頼関係を構築して、
ぶれない説明をするように
しないと、取組がダメにな
ります。」 

「今は従業員１９人でがんばっ
ています。建設需要も多くなり
ましたが、本業の他にも、『い
いたて村までい企業組合』の一
員として、村の復興のために取
り組んでいます。除染作業、雪
かき、台風等の自然災害対策、
道路の補修、バリケードの設置
等に率先して取り組んできまし
た。道路沿いの草刈りも年２回
きっちり刈っています。河川が
草ぼうぼうなので今後大変です。 
 組合では、週２回、農作物の
線量測定も行っています。村の
復興のためには、農業活性化が 

株式会社英工務店 
 福島県相馬郡飯舘村臼石字町70  
 連絡先：0244-42-0161 

「震災前から村の活性化のため東京都
２３区に声を掛けて、都会の学校と相
互友好協力を結んだりと取り組んでい
ました。いろんな主体が集まって復興
に参加するような体制が作れないか、
村内の商店が高齢化で立ち行かなけれ
ば、商流の団体などに相談にいって協
力を仰ぐ、何でもやって早く戻れるよ
うにしたいです。」高橋さんはそう村
の復興への決意を述べられました。 

大事な資材置き場です 

仕事の基点となる事務所です 

「建設資材はここにある。ここでやるしかない。そう思いました。」昭和４５年創業、新築・リフォームから
土木工事まで手がける建設事業者である英工務店の髙橋英明代表取締役は、事故後、飯舘村が全村避難になっ
ても、外から通ってでも飯舘村臼石の事業所を基点に事業を続けることを決めた理由を話されました。「浜通
りから福島市の方まで建設工事を広く請け負っていますが、今年３月に臼石の事務所に戻るまでは、毎朝隣の
川俣町に借りた事務所に集まって、ここまで資材を取りに来て、現場へ向かうという毎日でした。」 

資材置き場に掲げられたスローガン 

日中は皆現場に出ているので
静かな事務所内です 



◆◇佐藤工業（飯舘村）◇◆ 
暮らし関連情報 

「格好付けてもしかたがない。 
  今、できることをしていかないとね。」 

 自動販売機も動いていないし、現在村内でコン
ビニも営業しておらず、日中、飲み物やたばこが
ほしくても買いにいく先がない不便な状況で、利
益もまだ出ませんが、やらないとどうしようもな
いと思ってがんばっています。よくやっているな、
などと周りから言われますが、そこは、俺は俺、
１人１人考えが違うからと笑っています。ただ、
近くにコンビニが来てはほしいですね。 
 
     佐藤工業 社長 佐藤 孝一さん 

「海岸や河川等で用いる護岸用のコンクリートブロックは、現場で金属製の型枠を組み上げ、コンクリートを
流し込み、現場で製造して設置していきますが、その型枠は使っているうちに、錆や歪みで傷んできます。そ
うした傷んだ型枠を預かって修理をして、次の現場で使うときに送り出すのが、「型枠整備業」の業務の内容
です。」飯舘村の型枠整備業「佐藤工業」の佐藤孝一社長は、事業の内容を、そう説明されました。 
  

ないと思うのですが、それで
も、避難指示区域内企業の型
枠は大丈夫かと聞かれること
があります。そんな時は「事
業許可を受けて操業している
し、構内の除染もしている。」
と正確に事実を伝えるように
しています。こればかりは時
間が経たないと解決しない問
題なのかもしれません。」 
「再開に当たり人集めは大変
でしたが、おかげさまで震災
前と同じ規模の６人で営業を
しています。一度避難してか
ら、働きたくないという人も
出てきてしまっているようで
すが、いろいろ苦労はあって
も、生きているんですから、
みんなが集まってがんばらな
いと仕様がないと思うんです
よ。」村民が団結して復興に
取り組む意義を、佐藤さんは、
そう語られていました。 
  

「当社は、ショットブラストという方法で、
型枠の錆やこびりついたセメントを落とし
ます。直径数ミリの無数の小さな鉄の粒を
高速でぶつけて削り取る仕組みです。全村
避難でうちも避難しましたが、復旧工事等
で使った型枠の補修や新造した型枠の黒皮
（鉄を圧延した際の酸化皮膜）をショット
ブラストで削るニーズが高く、相談も来た
ことから、そろそろできないこともないか 
なと思いました。村の担当の方に 

ふれあいニュースレター第３３号 ３ 

  

 
 本業もありますが、村の「見守り隊」を手伝ってと言われると、普段この事業所も
見回ってもらっているので、協力できないとは言えません。予備隊として、人が足り
ないときに村内のパトロールをしています。私は来年に６０歳ですが、私たちが先頭 
に立って頑張らないとダメかと思って 
います。できる人ができることから 
やるしかない、そういう思いです。 
 

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆  

佐藤工業 
 福島県相馬郡飯舘村前田字古今明220 
 連絡先：0244-42-1083 

型枠をショットブラストマシンに 
投入するための磁石アーム 

大型スチール 
ショットブラストマシン 

 再開に当たっては事業場内の
除染もしましたし、そもそも今
引き受けて補修をしている型枠
は復興作業をやっているような
ところから持ち込まれたものな
ので、放射性物質の汚染など起
きようがないものですから、放
射線リスクなど気にする必要は 

教えてもらいながら、事業再開
の許可の申請書を書き上げ、昨
年の９月に、申請から１月で再
開できました。グループ補助金
の申請も同じ担当者の方からい
ろいろ教えてもらい、交付され
たのでとても助かりました。避
難先で顧客から型枠を送ってく
れといわれて、雨合羽を着てず
ぶ濡れになりながら型枠を水洗
いしてトラックで持ち出したり
したときは何でも１人でやらな
いといけなかったので、そうし
て手伝ってくれた村の担当者に
は本当に感謝しています。 

ショットブラストを掛けた後は 
バグフィルターで集じんします 

工場の敷地は除染済みです 従業員のいる事務所です 



４ ふれあいニュースレター第３３号  
発行 政府原子力被災者生活支援チーム 

「ふれあいニュースレター」バックナンバーのご案内 
 過去の「ふれあいニュースレターにつきましては、以下のアドレスよりご覧いただくことが可能です。ぜひご覧ください。  

 http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html 

帰還困難区域の一部について
モデル除染等工事を開始（１０月1日） 

 環境省は、帰還困難区域における除染による線量低
減効果を把握し、また、効率的・効果的な除染工法や
作業員の安全を確保する方策を確立し、もって避難が
長期化せざるを得ないと見込まれる地域の復興に係る
取組を検討するにあたっての基礎データを収集するこ
とを目的とした、帰還困難区域モデル除染等工事を開
始しました。 

 今後については仮置場造成等の状況をみながら、
除染を進めていく予定としております。 
 本工事により発生した除去土壌等を保管する一時
保管場所又は仮置場ごとの想定している搬入量は以
下のとおりです。  

予 想 搬 入 量 

 浪江町 赤宇木地区エリア ３，９３９ｍ３ 

 浪江町 大堀地区エリア ２，１６１ｍ３ 

 浪江町 井手地区エリア ７，５０６ｍ３ 

 双葉町 ふたば幼稚園エリア １，３１０ｍ３ 

 双葉町 厚生病院エリア     ４８２ｍ３ 

■ 今後の予定など 

 
 福島県双葉郡浪江町（赤宇木地区、大堀地区、井
手地区）、双葉町（双葉厚生病院一帯、ふたば幼稚
園地域のうち、生活圏及び林縁部から森林側に概ね
２０ｍ入った部分）  

平成２５年１０月１日～１２月２７日（予定） 

■ 工事期間 

詳しくは、環境省福島環境再生事務所のホームページをご覧ください。  

http://tohoku.env.go.jp/fukushima/pre_2013/data/1003ab.pdf 

■ 対象地域 

買って応援！経済産業省庁舎で
「福島産業復興フェア」（１０月８日） 

 １０月８日、経済産業省本省の１階ロビー
で、福島県産品を買って応援する「福島産業
復興フェア」を開催しました。 
 オープニング式典における茂木経済産業大
臣の挨拶で、福島県の魅力をトータルに発信
する本イベントを産業界にも実施するよう促
していくことが表明されました。 
 会場では、お米、果物、お酒、お菓子類な
どの福島産品約８０品目の試食、販売がされ
たほか、観光パンフレットの配布、パネル展
示などを行いました。 
 延べ来場者は約９８０人にのぼり、梨・マ
スカット、トルコギキョウ等売り切れ商品が
続出、売り上げも類似の福島物産展を上回る
盛況ぶりでした。 

詳しくは、経済産業省のホームページをご覧ください。 
      

http://www.meti.go.jp/press/2013/10/201310090
05/20131009005.html 

! 

浪江町 赤宇木地区エリアのモデル除染作業の様子 

茂木大臣、赤羽副大臣も 
お買い上げで会場は大盛況 

経済産業省の１階ロビーは、
福島産品を買い求める人で
いっぱい！ 

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html
http://tohoku.env.go.jp/fukushima/pre_2013/data/1003ab.pdf
http://www.meti.go.jp/information/publicoffer/saitaku/s130919001.html
http://www.meti.go.jp/press/2013/10/20131009005/20131009005.html
http://www.meti.go.jp/press/2013/10/20131009005/20131009005.html
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